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概略 
 甘果オウトウの主産地は、山形県をはじめとする冷涼な地域であるが、
近年、西南暖地でも甘果オウトウの栽培が試みられている。しかしなが
ら、暖地では結実不良が栽培上の大きな問題となっている。また、地球
温暖化により主産地でも近年同様の問題が生じつつある。 
 演者らは、甘果オウトウの結実について、暖地や主産地での発生様相
を調べるとともに、環境制御下での実験により、発生要因を調査してき
た。また、結実向上のための栽培技術についても検討してきた。さらに、
結実に関わる遺伝子についても調査を進めている。本講演では、これら
の研究内容について紹介する。 
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